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野草スケッチ ヤマルリソウ（ムラサキ科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1996/04/12  稲城市浜坂口   絵と文 Ｔａ 

 

稲城市坂浜にキャンプ村と呼ばれる施設がある。 

若葉台駅から徒歩１０分、都立稲城高校の向かいに広がる森がキャンプ村だ。 

起伏のある雑木林にキャンプサイト、管理棟、炊事小屋、トイレなどを設置して

あり、主として夏休みに地域の子供会で使用している。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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ここは市の教育委員会が管理しており、土日の開放日以外は、教育委員会に申し

込んで鍵を借りないと、入ることができない。 

普段は人がむやみには入り込まないことが幸いして、自然の植生がかなり良く保

たれているフィールドである。 

 

ここにヤマルリソウがあった。 

多摩丘陵ではほとんど見られなくなった花だ。 

キャンプ村内には、藪を縫って、散策路がいくつか作られていて、キャンプを楽

しむ子供たちにとっては、ちょっとした探検コースになっている。 

そうしたルートの一つ、そのルートだけにヤマルリソウが咲いていた。 

 

ヤマルリソウはワスレナグサの仲間である。 

花の形は良く似ている。 

早春、これを見つけたときはとてもうれしい。 

田んぼや畑などの人くさい環境には生えない花だからだ。 

雑木林の片隅がよく似合う花でもある。 

 

このスケッチは、1996 年のものだが、91 年にもスケッチしたことがある。 

91 年当時は、線画用のペンに、ロットリング（製図用の精密ペン）を使っていた。 

0.1mm の極細線を引けるものから、0.5mmまで５種類を揃えて、ペンケースに

入れて持ち歩いていた。 

ヤマルリソウのスケッチを終えて帰ろうとしたときに「事件」が起きた。 

転んで、ペンケースを崖下の藪へ落としてしまったのだ！！ 

 

さあ、大変である。合計１万円のペンだ。 

藪漕ぎをして、あたり一帯を必死で探した。 

落ち葉が積もっていて、その下はフカフカの腐葉土である。 

暗い林内、悪いことにペンケースは黒色だ。 

落ち葉を掻き分け掻き分けさがしたが、見つからない。 

とうとうあきらめて、別のペンを購入する羽目になった。 

 

ヤマルリソウを見ると、うれしい反面、苦い思い出が蘇えってくる。 

ヤマルリソウに「返してくれ」と言っても、仕方がないが・・・ 

「注）キャンプ村は現在「稲城ふれあいの森」と呼ばれている」 

（２０００年５月記）
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

〔行事記録〕１月１６日 黒川・七草摘み 

例年七草摘みの日は雪になることが多かったのですが、今日は少し冷たい風が

吹いていたものの、快晴の一日でした。このお天気に誘われたのか予想以上の４

８人の参加がありました。 

このフィールドも変貌して来ています。黒川駅南口に集合するとハリヒメハギ

やキバナノマツバニンジンなどが観察出来た駅前の広場に重機が入って完全に整

地されていました。残念！。 

汁守神社の手前から裏の道に入って神社の裏手に出ると新しいマンションが２

棟建っていてここも完全に変わっていました。かつてはここで、ナズナやハコベ

が採れたのですが、ほとんどありません。 

七草のロゼットの説明のあと、田んぼに向かい、七草摘みをしました。今年は

余り採れないかな思いましたが、歩いていくうちにセリなどが思ったより採れ、

午前中で七草摘みを終了しました。昼食後は、黒川の中を観察して歩きました。

三沢川の源流といわれているところまで行った後、帰り道のファーマーズマーケ

ットに寄って買い物をされた方もあり、ここで流れ解散になりました。 

 

前回の黒川の観察会のとき、汁守神社の近くで、クワズイモのような大きな〈い

も〉の葉っぱを見掛けました。今日はこの寒さのせいかしおれていましたが、こ

れはクワズイモだったのでしょうか。最近、クワズイモ（アロカシア）属のアロ

カシアという通称で呼ばれているものが観葉植物として植えられているようです。

インドクワズイモというのもあるそうです。私はこちらかなと思ったのですが、

どちらだったのでしょうか。(FAM) 

〔行事記録〕１月１７日 七草粥・年間行事計画 

昨日に続いて好天気でした。稲城駅に集合して、観察組と準備組に分かれて出

発しました。準備組が稲城市城山文化センターで七草粥とお汁粉、七草を使った

おひたしなどの準備をしているうちに観察組がセンターに到着。広沢さんの新潟

や九州での植物写真を鑑賞しながら、お汁粉、七草粥を頂きましたが、美味しか

ったですよ。 

行事予定の方は、２０１０年から年１２回にすることにして、色々打ち合せて

無事決まりました。バスハイクは８月に池の平です。行事予定は追ってＨＰにア

ップしますのでしばらくお待ちください。 (FAM) 
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〔行事予定〕2010/2/14（日） 多摩美の森 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、京王相模原線・京王よみうりランド駅改札口付近 

京王よみうりランド駅の改札口は一個所だけです 

交 通 京王線調布駅から京王相模原線橋本行快速または各停で３駅目 

多摩モノレールは、多摩センター駅で京王線に乗換えて４駅目 

小田急線の場合は、永山駅または多摩センター駅で京王線に乗換え 

京王よみうりランド駅には急行は停まりませんのでご注意ください 

行く先 

(解散場所） 

小田急線・読売ランド前駅 ｐｍ４時頃解散予定 

見所 

 その他 

おなじみの樹木を「高木の見方」を主体に観察します。ここには多

摩丘陵では珍しいナツハゼがあります 

地 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース 京王よみうりランド駅→穴沢天神→小沢城址→菅仙石→寿福寺→フ

ルーツパーク→巨人軍宿舎前→多摩美の森→雑木林の道→日本女子

大→小田急読売ランド前駅（解散） 

コースは天候その他により変更する場合があります 

ご用のある方は途中で抜けても構いません 

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円
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〔行事予定〕2010/3/13（土） 筑波実験植物園 

※ 小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円 
 

〔インターネット上で見ることが出来る情報〕 

筑波実験植物園のＨＰ 

http://www.tbg.kahaku.go.jp/ 

 

筑波実験植物園の園内案内図（pdf ファイルです）  

http://www.tbg.kahaku.go.jp/introduction/summary/imgs/printmap_ga

rden.pdf 

 

筑波実験植物園の保有植物リスト（pdfファイルです）  

（シダ植物は、〈目録〉をクリックして、７～２８ページです）  

http://www.tbg.kahaku.go.jp/recommend/plant/pdf/2008-2.pd

項 目 説 明 

集 合 ａｍ９時４５分、つくばエクスプレスつくば駅改札口を出たところ 

※会旗目標 

バスが１０：００に発車します。早めにお集まり下さい  

〈Ａ３〉出口から出たところがバス乗り場です 

交 通 つくばエクスプレス秋葉原駅からつくばエクスプレスをご利用下さ

い  

秋葉原駅９：００発快速→つくば９：４５着 

〔先行８：３０→９：１５〕  

秋葉原駅８：５０発区間快速→つくば９：４６着 

〔先行８：２０→９：１２〕  

料金は片道１１５０円（各自負担）、往復乗車券もあります  

つくばセンターからバス（テクノパーク桜循環・５番乗り場 

１０：００発〔先行９：３０〕に乗ります）  

筑波実験植物園前下車 料金１６０円（各自負担） 

行く先 

(解散場所） 

筑波実験植物園園内観察、ｐｍ４時頃解散予定 

料金 別に入園料３００円（各自負担）、６５歳以上無料（要証明書） 

見所 

 その他 

シダ植物ほか 
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〔行事予定〕2010/3/27（土） 奥多摩渓谷 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、ＪＲ青梅線・奥多摩駅前  ※会旗目標  

奥多摩駅の改札口は一つです 

交 通 奥多摩駅はＪＲ青梅線の終点です 

新宿から乗換えなしで運行している「ホリデー快速おくたま号」が

便利です。ホリデー快速の後ろ４両は五日市行きですので、前６両

に乗ってください 

ホリデー快速時刻表 新宿発８：１９→立川８：４７→奥多摩着

９：５０  

行く先 

(解散場所) 

東京都奥多摩町、（解散）鳩の巣駅１５時半頃 

見所 

 その他 

スプリングエフェメラル 

 

地 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース 奥多摩駅前～長畑～神庭～海沢～数馬渓谷～白丸湖～鳩ノ巣渓谷

～鳩ノ巣駅  

コースは天候その他により変更する場合があります  

ご用のある方は途中で抜けても構いません 

※ 小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円 


